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成 果 

特 色 

令和６年度 

● 各々のバケツで稲を育て、収穫した米を自分たちで食べること
で、食糧生産の大変さや喜びを知り、身近な食料に対する感謝の
気持ちを醸成する活動を行っている。 

● 近隣に住む方を外部講師として招き、育成から収穫、精米までの
指導・助言を受けながら活動を実施した。 

 

 

● 普段食べているご飯（米）が多くの作業や工夫等でつくられてい
ることを知り、食に対する有り難さを実感できる活動となった。 

● 収穫した米を児童が家庭へ持ち帰ることで、家事や自炊に参加す
る機会が増えた。 

第５学年 

勤労・生産体験 

● この活動で、はじめてお米を作りました。田んぼの代わりにバケ
ツを使うのでとても不安でした。でも、ボランティアの長浜さん
が丁寧に教えてくださったので無事に収穫や精米をすることが
できました。暑い日の水やりや、泥だらけになりながらの水抜き、
どれも大変でしたが楽しかったです。自分で育てたお米を、家で
食べたらとてもおいしかったです。 


